
取組事例13 構成事業主のため、次世代に経営者に向けた啓発活動

活用の

背景と目的

団体概要

所在地 ：東京都港区

会員数 ：10事業所

事業内容：100企業を目指して長期的に発展する

地域の中小企業の経営者・後継者が集まり、

次世代に向けて経営を磨き、研鑽する。

１００％民間の経営者団体

申請年度：令和6年度

会員に提供するサービスの内容

申請するまでの流れ

一般社団法人次世代経営協会

時期 実施したこと

令和６年度分申請

令和６年７月 産業医を通じて助成金の存在を知り、申請

令和6年1０月 産業医によるセミナーを実施

令和6年1０月～12月 産業保健相談を希望する企業に訪問面談

令和６年度実施内容

リーフレット裏面の申請サービス⑥⑦

○ 「産業保健について」セミナーを実施

１０月２日、参加希望のあった ８事業場の経営者・後継者に対して会場受講とオンラ
イン受講を組合わせたハイブリット形式により開催しました。

今後の中小企業の経営改善に向けて、産業保健の必要性は認識している
ものの、何から始めればいいかが不明瞭は経営者・後継者が多かった。コ
ンプライアンスやハラスメント防止について、基本的対応や最新情報を知
り、自社の様々な仕組みやルールを改善することを目的とした。参加を無
料とすることで、取り組みのハードルを下げ、多くの経営者・後継者がこ
の情報に接することで、気づきや意識を高めることを企図とした。

（一社）次世代経営協会 ロゴ



取組の成果

申請に当たり

苦労した点

これから申請

を検討してい

る団体への

アドバイス

本セミナーには中小企業の経営者・後継者が受講いただき、産業保健
について知識がほとんどない方が多かったため、基本的な事柄を産業医
にレクチャーいただいた。参加者は漠然としていたハラスメント防止や
健康経営についてなど、法律や最新情報など数字として理解することが
でき、その後の個別相談につながった

参加いただく経営者・後継者に事前に産業保健の重要性を説明するも、
それほど興味が高くなく、会場までにご足労いただくまでに労力を要し
た。

産業保健は今後重要なテーマであり、これを怠っている企業は従業員
から評価が下がり、求職者から敬遠されるようになってくると予想され
ます。特に若手を獲得するには産業保健の実行が重要となってきますの
で、未対応の企業はまずは基礎的なことから始められ、経費補助を受け
られる「この事業」はとても良い制度と思います。

参加者からは以下のような意見が寄せられた。

「事例もあって、参加して良かった。将来の経営に活用したいと感じた。」

「もっと話を聞いてみたいと思った。産業医から学ぶ機会を増やしたい。」

「メンタルヘルス対策に常道はないことを再認識した。」

「情報共有の大切さを痛感した。産業保健にはまだ対応できていないが、今後取り組ん

でいきたい。」

「後継社長として、従業員の健康管理を経営の一環として考えるべきだと実感した。」 。

セミナー当日の様子 セミナー担当講師
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